
思文閣出版 〒605-0089 京都市東山区元町355 tel.075-533-6860 fax.075-531-0009
https://www.shibunkaku.co.jp E-mail:pub@shibunkaku.co.jp

どい・ひろつぐ…1972年大阪市生。神戸大学文学部史学科東洋史学専攻卒業、同大学院文学研究科（修士課程）を経て、文化学研究科（博士課程）

修了、博士（学術）。現在、熊本学園大学外国語学部准教授。専門は朝鮮農業史。

植民地朝鮮の勧農政策
土井 浩嗣 著

▲

Ａ５判・440頁／定価：本体9,000円(税別） ISBN978-4-7842-1948-3 2018年7月刊行

近代日本の農業政策は、明治・大正期に農業生産力の向上を達成し、工業の飛躍的発展に大きく貢献した。

一方この時期は日本が帝国主義の道を歩みだした時期でもあり、植民地化した朝鮮でも、農業生産力の着実な

向上が見られた。日本から始まった勧農政策は、どのように朝鮮に移植され、独自の発展を遂げたのか。

本書は、日露戦争から世界恐慌までの時期を対象とし、保護国期・植民地期における朝鮮の勧農政策の形成

・展開過程を解明することによって、近年議論が硬直化しがちな朝鮮植民地農政の再検討を試みる。技術普及

と人材育成という勧農政策の視点から照射することを通して、朝鮮の植民地農政を近代農学の導入・定着過程

として新たに描き直す。
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